（３）羽合平野の地質

　羽合平野の地質は沖積層である。礫・砂・シルト・粘土等の堆積したものである。そして一部貝とか腐植物等が混入している。

　この沖積層の下に洪積世の時代に堆積した洪積層がある。

　この沖積層の地層はかなりの範囲で明らかになってきている。洪積層については全体の層厚、深部の状況は平野の数ケ所で明らかになってきた程度である。


　沖積層の厚さは、羽合町庁舎建築地点で見れば３３.７メートル、羽合温泉湖畔荘前で４２.５メートル、羽合温泉羽衣の西で３５メートル、羽合温泉望湖楼地先湖中の場合２５メートルである。


　洪積層の層厚は図８により４７.５メートル、５１.６メートル、７１.１５メートルである。これは温泉地でそのほかの平野の洪積層の厚さは現在のところよくわかっていない。


　沖積層の土質は、砂質・シルト・粘土が多く、礫が含まれることがあってもそれは多くない。


　貝片は深いところでは深度３４メートル、深度１０から２０メートルの層に多い。貝片の多く見られるのは砂丘地およびそれに近い長瀬よりの地点である。


　腐植物・有機物の混入で一番深いものは、長瀬字「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(むらうしろ),村後)」の深度６５メートルであったが多くは深度２５メートル以下である。


　堆積物の下の岩石は花崗岩であると地質の最初に書いたが、羽合平野の岩盤まで掘った資料がなくそのことを実際に確かめることが出来なかった。ところが温泉調査のための深い掘さくがなされて地底深度９０メートル前後のところに花崗岩があることが判明した。


　図９羽合町庁舎土質柱状図は羽合平野の中央地域の地層を見ることができる。図１０は、高規格道路建設に伴う、赤池字川端附近の地質柱状図である。ここは羽合平野の東部で山地に近い地区の地層を見ることができる。
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